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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
AIオンデマンド交通の実証運行対象地域の選定について、事務局から説明させていただきます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
検討部会での議論を始める前に、改めて地域公共交通計画の策定について振り返りたいと思います。杉並区の地域公共交通計画は、この場にいる交通事業者様も含めた皆様とともに検討・調整をしながら、杉並区の地域交通のマスタープランとして、令和５年３月に策定しました。本検討部会は、地域公共交通活性化協議会の下部組織という位置づけにありますが、協議会にご参加いただく方々には、協議に応じていただくことのほか、協議が調った事項については協議結果を尊重しなければならないと法律に定められています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
交通計画のP79には、「目標３　気軽で自由な外出と回遊が確保されている」を達成するための「施策３－１　新たな公共交通サービスによる移動の選択肢の拡充」として、「取組１　自宅と交通結節点までのファースト・ラストワンマイルをつなぐ公民連携したデマンド交通の実証運行及び実施」を記載しています。
このオンデマンド交通は、主に公共交通不便地域において、高齢者、障害者、子育て世帯など移動をためらう区民を対象者とする新たな公共交通サービスとして、移動の負担を軽減させることを目的としています。また、新たな乗合交通として検討する際には、既存の公共交通を補完して区内の支線的な道路を走行する、もしくは区民の移動需要に応じたきめ細やかな移動サービスとして活用を検討するものとしています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
既存の路線バスやすぎ丸の運行により、区内の移動は概ねカバーされておりますが、その中でも点在する一部の公共交通不便地域があります。
今回の対象地域は、鉄道駅やバス停から離れている公共交通不便地域のうち、面積の大きい５つの地区としています。さらに、５の地区はエリアが大きいため、さらに東と西で区分けしています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ここで、対象地域選定に向けた着眼点を３つ整理しました。①導入に適した地域特性であるか/②潜在需要となる対象者がどの程度いるか/③適した移動実態であるか　について項目ごとに評価していくこととします。
路線・系統ごとの利用実態や収支状況を視点に含めようと区からデータ提供をバス事業者様へ依頼しましたが、いずれもデータ提供は難しいとのご回答をいただき、区内路線バスのサービス水準の可視化は断念いたしました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
各着眼点に応じた評価指標をいくつか設定し、次のスライド以降では、対象地域の比較をしています。
着眼点①：交通結節点・周辺施設までのアクセスと地形状況から、日常移動の困難度が高い地域を評価しました。
着眼点②：人口の面から、高齢者や子育て世帯といった本交通サービス利用対象者が多い地域を評価しました。
着眼点③：高齢者、子育て世帯、障がい者の外出率が低く、地域内の移動が多く、特定の駅までのアクセスに集約される地域を評価しました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
高齢者アクセス困難人口とは、高齢者が無理なく休まずに歩ける距離を、高齢者の歩行可能距離として、その回答割合から算出したものです。
検討対象とする250ｍメッシュから該当の施設までの徒歩距離を算出し、各メッシュの高齢者人口にアクセス困難割合を乗じて、高齢者アクセス困難人口を算出したものです。
例えば、施設までの徒歩距離が200ｍの場合、高齢者のアクセス困難割合は100までは無理なく休まずに歩けると回答した10%で、その割合と各メッシュの高齢者人口を掛けて算出しています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
交通結節点へのアクセスのうち、最寄りバス停までのアクセス状況についてです。
各地区からの最寄りバス停までの平均徒歩時間は５分以上というところがほとんどで、高齢者アクセス困難人口は、⑤-１堀ノ内・松ノ木、②本天沼・清水で多い結果となっています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
交通結節点へのアクセスのうち、最寄り鉄道駅までのアクセス状況についてです。
各地区から最寄り鉄道駅までの平均徒歩時間は、すべての地区で10分を超えますが、①、②、③、④では最寄りバス停まで辿り着けば、バスを利用して鉄道駅にアクセスすることが可能となります。
高齢者アクセス困難人口は、②本天沼・清水、⑤-1堀ノ内・松ノ木で多くなっています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
続いて、高齢者がよく訪れる高齢者関連施設までのアクセスについてです。
高齢者関連施設の内訳としては、病院を医療施設、スーパーを商業施設、区民センターやコミュニティふらっと等を集会施設、ゆうゆう館やケア24などを高齢者施設としています。
①善福寺からは、いずれの施設も平均10分以上徒歩でかかり、アクセスしにくい結果となりました。高齢者アクセス困難人口は、②本天沼・清水、⑤-1堀ノ内・松ノ木が多くなっています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
続いて、子育て世帯が訪れる子育て関連施設、および障害者が訪れる障害者関連施設までのアクセスについてです。
子ども・子育てプラザ、子どもサポートセンター等を子育て関連施設、障害者福祉会館、障害者相談支援事業所を障害者関連施設としています。
子育て関連施設へのアクセスとしては、①善福寺、⑤-1堀ノ内・松ノ木で平均10分以上かかり、アクセスしにくくなっています。
障害者関連施設へのアクセスとしては、①善福寺、②本天沼・清水、⑤-1堀ノ内・松ノ木、⑤-2成田東で平均15分以上かかり、アクセスしにくくなっています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
地形上、バスが通行することができない、狭あい道路の割合は、⑤の２エリア（⑤-1堀ノ内・松ノ木、⑤-2成田東）で杉並区平均より高く、次いで、②本天沼・清水の割合が高くなっています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
また、移動がしづらい地形要因の１つである地域内の高低差が最も大きいのは、⑤-1堀ノ内・松ノ木で、次いで①善福寺、⑤-2成田東となっています。
一方で、②本天沼・清水、④南荻窪・宮前は高低差が小さくなっています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に、潜在需要となるサービス利用対象者を人口や世帯数ごとにみました。
高齢者人口は、②本天沼・清水、③上荻・西荻北、④南荻窪・宮前、⑤-1堀ノ内・松ノ木で3,000人を超えていて、多くなっています。
また、子育て世帯数では、②本天沼・清水、④南荻窪・宮前、⑤-1堀ノ内・松ノ木で600件を超えていて、多くなっています。
母数が多いほど利用して頂ける対象者が多くなると考えられるため、これらが多い地域を高く評価しています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ここでは、対象者となる高齢者・子育て世帯・障害者の外出状況について、平成30年東京圏パーソントリップ調査結果により、外出率とトリップ数で比較しました。
高齢者は、外出率と１人当たりトリップ数ともに、⑤-1堀ノ内・松ノ木、⑤-2成田東で杉並区平均を下回っています。
子育て世帯は、①善福寺、②本天沼・清水、③上荻・西荻北、④南荻窪・宮前で外出率・１人当たりトリップ数が低くなっています。
障害者は、②本天沼・清水、⑤-1堀ノ内・松ノ木、⑤-2成田東で外出率・1人当たりトリップ数が低くなっています。
こうした外出率が低い地域に新たに乗合交通サービスを導入することで、お出掛けの促進が期待できることから、平均値より低い外出傾向にある地域を高く評価しました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
地区ごとに、発着トリップを見ると、各地区における移動の実態が同パーソントリップ調査から把握ができます。
②本天沼・清水、③上荻・西荻北、④南荻窪・宮前は地区内移動や最寄り駅までの移動が多い傾向が見られました。
ただし、③上荻・西荻北は荻窪駅と西荻窪へアクセスが分散していることがわかります。
オンデマンド交通を導入する場合、地域内の移動が多く、駅までのアクセスが特定の駅に集約される地域の方が
区域を限定した乗合交通として適していると言えるため、高く評価しました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
こちらは、平成27年の大都市交通センサスの調査結果から、地域内を発着する鉄道利用トリップの状況を示したものです。
パーソントリップ調査と異なり、鉄道利用者のみの移動データであるため、ＡＩオンデマンド交通の運行形態として駅アクセスを考慮した場合に転換が想定されるトリップとなります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
これまでの評価指標を点数化したものが総合評価になります。
着眼点①では、導入に適した地域特性であるかを交通結節点となる最寄りバス停・最寄り鉄道駅へのアクセス、高齢者・子育て世代・障害者といった対象者がよく訪れる周辺施設へのアクセス、地域内の狭あい道路の割合や高低差からそれぞれ評価し、各スライドで◎と評価したものを２点、〇と評価したものを１点として計算しています。
着眼点②では、潜在需要となる対象者がどの程度いるかを高齢者人口と子育て世帯数から、母数が多いほど対象となる利用者が多く見込まれるため高く評価し、各スライドで〇と評価したものを２点として計算しています。
着眼点③では、適した移動実態であるか、高齢者、子育て世帯、障害者の外出率が平均値よりも低い方が新たな乗合交通の導入によりお出掛けの促進が期待でき、地域内の移動が多く、駅までのアクセスが特定の駅に集約される地域の方が区域を限定した乗合交通として適していると言えるため、高く評価して、各スライドで〇と評価したものを２点として計算しています。
総合評価をしたところ、優先的に実施すべき順位が⑤-1堀ノ内・松ノ木、②本天沼・清水、④南荻窪・宮前、⑤-2成田東、①善福寺、③上荻・西荻北といった結果になりました。
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